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Ⅰ．はじめに
医療技術の進歩、医療法の改正に基づく医療提供体
制の整備により、入院医療でしか行えなかった高度な
治療ケアが外来や在宅で行われるようになってきてい
る 1）。2016 年の一般病床での平均在院日数は 16.2 日
と、前年よりさらに 0.3 日短縮しており 2）、医療処置
やケアが必要な状態で退院し、通院医療・在宅医療へ
と移行する患者が増加している。また、団塊の世代（約
800 万人）が 75 歳以上となる 2025 年以降は、国民の
医療や介護の需要が、さらに増加することが見込まれ
ており、厚生労働省は、高齢者の尊厳の保持と自立生
活の支援の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域
で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることが
できるよう、地域の包括的な支援・サービス提供体制

（地域包括ケアシステム）の構築を推進している 3）。
療養の場が「医療機関から暮らしの場へ」移行する中、
高齢化や世帯構成の変化により、独居や老老介護な
ど、在宅への移行に困難を伴う患者が増加し、退院支
援のあり方が課題となっており 4）、病棟看護師には、
入院時から退院に向けてのアセスメントを実施し、必
要な退院支援に結び付けていく能力が求められてい
る 2）。
看護学士課程においては、看護基礎教育における退
院支援の取り組みの報告はいくつかなされている
が 2）4）、退院支援を看護学実習でアセスメントする取
り組みはほとんど見られない。4年生を対象にした地
域での暮らしを見据えた研究では、在宅ケアの魅力が
挙げられる一方、退院支援に対するイメージがしにく
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要約
　看護基礎教育の段階から在宅ケア推進に向けてのアセスメントを学ぶ実習を組み立てることは重要である。そこで、
在宅ケア推進に向けた効果的な教育方法の試みとして、成人看護学実習で学生が担当した患者の退院支援についてアセ
スメントする学習を地域医療連携室見学実習の中で取り入れたので、その効果を報告する。
　対象者は学士課程 3年生および 4年生 81 名。調査項目は、属性として性別、年齢をたずねた。また、実習目標 5項目、
患者の退院支援について 3項目、地域医療連携室について 3項目、地域医療連携室の看護への興味、見学実習の学習効
果について 5件法（とても、まあまあ、どちらでもない、あまり、まったく）でたずねた。
　62 名を分析の対象とした（有効回答率 76.5％）。対象者の平均年齢は 21.2 ± 0.6 歳、女性 93.5％、男性 6.5％であった。
実習目標 5項目、患者の退院支援について 3項目、地域医療連携室について 3項目、地域連携室の看護への興味のすべ
ての項目において実習後が実習前に比べて有意に高値を示した。見学実習の学習効果については「（とても・まあまあ）
よい」が 96.8％で、退院支援について具体的にイメージでき、患者の退院支援の方法を具体的にでき、地域医療連携室
の役割について理解できたとしていた。以上より、退院支援事例をアセンスメントする学習を取り入れた成人看護学実
習は効果的であることが示唆された。
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いことや、実習では退院支援をアセスメントするまで
到達しないとの報告もある 5）。病院から療養の場が移
行する際の退院支援について、より実践的な教育を行
うことが求められている 4）。
A大学での成人慢性期看護学実習では、退院支援を
要する患者を担当することが多い。看護基礎教育の段
階から在宅ケア推進に向けてアセスメントの視点を学
習できる実習を組み立てることは重要である。そこで、
在宅ケア推進に向けた効果的な教育方法の試みとし
て、実習で学生が担当した患者への退院支援について
アセスメントする学習を取り入れたので、その実習の
効果を報告する。

Ⅱ．本実習の目的と目標および概要
1．成人慢性期看護学実習までに退院支援について学
ぶ機会（図 1）
A大学成人看護学領域の科目構成は、成人急性期看
護学と成人慢性期看護学で展開されている。成人慢性
期看護学は、1年生配当科目として成人看護学概論（2
単位 30 時間）、2年生配当科目として成人慢性期看護
援助論Ⅰ（1単位 30 時間）・Ⅱ（1単位 30 時間）、3・
4 年生配当科目として成人慢性期看護学実習（3単位
135 時間）で構成されている。成人慢性期看護援助論
Ⅰでは「慢性期疾患をもつ患者の地域への継続看護」
のテーマで、地域医療連携室の看護師長と退院調整看

護師による講義と紙上事例を用いた退院支援アセスメ
ントの演習を 2時間行っている。

2．成人慢性期看護学実習の位置づけ（図 1）
成人慢性期看護学実習は 3・4 年生の配当科目とし
て 3単位 135 時間実施している。この実習では、既知
の知識、技術を基盤として、成人期にある患者を総合
的に理解し、患者および家族に健康障害に応じた看護
が実践できることを目標に、入院患者を担当し、看護
過程を展開する。また、透析センター、外来化学療法
センター、地域医療連携室における見学実習を行い、
学生が総合的に学べるように実習を組み立てている。

3．地域医療連携室における見学実習について
1）見学実習の目的
本見学実習の目的は、「地域医療連携室見学実習を
通して、在宅療養に向けた継続看護の実際について学
ぶ」である。
2）地域医療連携室見学実習の目標
見学実習の目標は「地域医療連携室の役割について
述べられる」「特定機能病院における地域医療連携室
の特徴を理解できる」「在宅療養に必要な社会資源に
ついて理解できる」「慢性期または終末期にある対象
者とその家族の抱える在宅療養上の問題について考え
ることができる」である。

図１　地域医療連携室における見学実習の展開
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3）地域医療連携室見学実習の展開（図 1）
見学実習は特定機能病院（A病院）で実施した。
入退院センターの見学、レクチャー、グループ発表
と討議とし、2時間で構成している。学生は事前に「退
院支援の必要性のアセスメント用紙（A4　1 枚）」に
沿ってグループで話し合い、前日に退院調整看護師に
提出しておく。退院支援の必要性のアセスメントの項
目は、基本情報、医療上の課題（入院前の病状とそれ
によるどのような生活のしづらさがあったか／どのよ
うな状態で退院になるか）、生活・介護上の課題（自
宅での生活状況／自宅でのサポート体制／患者や家族
の病態と病状の理解度／住環境／介護保険や医療系
サービスの利用状況）である。
レクチャーは「医療チームの連携と退院調整」につ
いて地域医療連携室看護師長および退院調整看護師か
ら受ける。内容は「地域医療連携室の役割」「退院支
援の実際」「病棟看護師の役割」「在宅療養に必要な社
会資源」「実際のケースの紹介」である。その後、実
習で担当している患者 2名（各病棟 1名ずつ）につい
て学生が発表し、グループ討議した後、必要な退院支
援について退院調整看護師から退院支援の必要性のア
セスメント項目に沿って助言を受ける。
なお、成人慢性期看護学実習 2 病棟、12 名（各病
棟 6名）の学生が参加し、合計 7回開催した。

Ⅲ．研究方法
1．調査時期　2016 年 10 月～ 2017 年 6 月

2．調査対象者　学士課程 3年および 4年生 81 名

3．調査方法
「退院支援の必要性のアセスメント用紙」の記入前
と本見学実習の後に自己記入式の調査票を配布し回収
した。

4．調査項目
調査項目は、属性として性別、年齢をたずねた。ま
た、実習目標 5項目、患者の退院支援について 3項目、
地域医療連携室について 3項目、地域医療連携室の看
護への興味、見学実習の学習効果について 5件法（と
ても、まあまあ、どちらでもない、あまり、まったく）
でたずねた。また、臨床の専門家による教育方法につ
いて効果的であった点を自由記述で求めた。

5．分析方法

調査項目については SPSS Statistics 21 を用いて基
本統計量を算出した。実習目標、患者の退院支援につ
いて、地域医療連携室について、見学実習の学習効果、
地域医療連携室の看護への興味については、「とても
5点、まあまあ 4点、どちらでもない 3点、あまり 2点、
まったく 1点」で点数化し、データが正規分布しない
ことを考慮して、Wilcoxon の符号付き順位検定を用
いて前後の比較を行った。自由記述は意味の類似性に
基づいて分類した。

6．倫理的配慮
研究参加は任意であること、成績には関係しないこ
と、匿名性の保持を口頭と書面で説明し、文書による
同意を得て行った。

Ⅳ．結果
同意が得られた 72 名中（回答率 88.9％）そのうち
未記入の項目があった回答を除いた 62 名を分析の対
象とした（有効回答率 76.5％）。

1．対象者の年齢と性別
対象者の平均年齢は 21.2 ± 0.6 歳、女性 93.5％、男
性 6.5％であった。

2．実習目標（表 1）
1）問題の抽出と解決に向けた退院支援・調整につい
ての理解
見学実習前は、中央値（四分位範囲）3.0（2.0－3.0）、

見学実習後は、中央値 4.0（4.0－4.0）であった。見学
実習前後で比較すると見学実習後が有意に高かった（z
＝－ 6.133、p ＝ 0.00）。
2）患者に必要な社会資源の活用についての理解
見学実習前は、中央値 3.0（2.0－3.0）、見学実習後は、
中央値 4.0（4.0－4.0）であった。見学実習前後で比較
すると見学実習後が有意に高かった（z＝－ 5.917、p
＝ 0.00）。
3）在宅療養をふまえた退院指導の実際についての理解
見学実習前は、中央値 3.0（2.0－3.0）、見学実習後は、
中央値 4.0（4.0－4.0）であった。見学実習前後で比較
すると見学実習後が有意に高かった（z＝－ 5.899、p
＝ 0.00）。
4）退院調整部門・看護師・社会福祉士などの役割に
ついての理解
見学実習前は、中央値 3.0（2.0－3.0）、見学実習後は、
中央値 4.0（4.0－4.0）であった。見学実習前後で比較
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すると見学実習後が有意に高かった（z＝－ 5.745、p
＝ 0.00）。
5）社会資源（医療制度・福祉制度・福祉施設・患者
会など）についての理解
見学実習前は、中央値 3.0（2.8－3.0）、見学実習後は、
中央値 4.0（3.0－4.0）であった。見学実習前後で比較
すると見学実習後が有意に高かった（z＝－ 5.918、p
＝ 0.00）。

3．患者の退院支援についての理解（表 1）
1）退院支援のアセスメントの視点についての理解
見学実習前は、中央値 3.0（3.0－4.0）、見学実習後は、
中央値 4.0（4.0－5.0）であった。見学実習前後で比較
すると見学実習後が有意に高かった（z＝－ 5.507、p
＝ 0.00）。
2）必要なアセスメントの方法についての理解
見学実習前は、中央値は 3.0（3.0－4.0）、見学実習
後は、中央値 4.0（4.0－4.0）であった。見学実習前後
で比較すると見学実習後が有意に高かった（z ＝－
5.485、p ＝ 0.00）。
3）必要な退院支援の方法についての理解
見学実習前は、中央値 3.0（3.0－3.0）、見学実習後は、
中央値 3.0（4.0－4.0）であった。見学実習前後で比較
すると見学実習後が有意に高かった（z＝－ 5.735、p
＝ 0.00）。

4．地域医療連携室についての理解（表 1）
1）地域医療連携室の活動を実感
見学実習前は、中央値 3.0（2.0－3.0）、見学実習後は、
中央値 4.0（4.0－5.0）であった。見学実習前後で比較

すると見学実習後が有意に高かった（z＝－ 6.225、p
＝ 0.00）。
2）地域医療連携室の活動と病棟の看護がつながる
見学実習前は、中央値 3.0（3.0－4.0）、見学実習後は、
中央値 5.0（4.0－5.0）であった。見学実習前後で比較
すると見学実習後が有意に高かった（z＝－ 6.430、p
＝ 0.00）。
3）在宅での生活を可能にする支援の具体化
見学実習前は、中央値 3.0（2.0－3.0）、見学実習後は、
中央値 4.0（4.0－5.0）であった。見学実習前後で比較
すると見学実習後が有意に高かった（z＝－ 6.527、p
＝ 0.00）。

5．地域連携室の看護への興味（表 1）
見学実習前は、中央値 4.0（3.0－4.0）、見学実習後
は中央値 4.0（4.0－4.0）であった。見学実習前後で比
較すると見学実習後が有意に高かった（z＝－ 3.983、
p ＝ 0.00）。

6．見学実習の学習効果
「見学実習の学習効果」については、「（とても～ま
あまあ）効果的」が 96.8％、中央値 5.0（4.0－5.0）であっ
た。

7．臨床の専門家による教育方法について効果的であっ
た点（表 2）
地域医療連携室の看護師による見学実習について臨
床の専門家による教育方法について効果的であった点
を自由記述で求め、意味の類似性に基づいて分類した
結果、「退院支援について具体的にイメージできた」「担

表 1　見学実習前後の理解，興味の比較
 n ＝ 62

平均値（SD） 中央値（四分位範囲） z値 ｐ値前 後 前 後
実習目標
問題の抽出と解決に向けた退院支援調整 2.9 （0.7） 3.9 (0.6) 3.0 （2.0-3.0） 4.0 （4.0-4.0） -6.133 0.00
患者に必要な社会資源の活用 2.9 （0.7） 3.9 （0.7） 3.0 （2.0-3.0） 4.0 （4.0-4.0） -5.917 0.00
在宅療養をふまえた退院指導の実際 3.0 （0.8） 4.0 (0.5) 3.0 （2.0-4.0） 4.0 （4.0-4.0） -5.899 0.00
退院調整部門・看護師・社会福祉士などの役割 2.9 （0.8） 4.0 （0.7） 3.0 （2.0-3.0） 4.0 （4.0-4.0） -5.745 0.00
社会資源 ( 医療制度・福祉制度・福祉施設・患者会など） 2.9 （0.8） 3.8 (0.6) 3.0 （2.8-3.0） 4.0 （3.0-4.0） -5.918 0.00

患者の退院支援についての理解
退院支援のアセスメントの視点 3.2 （0.8） 4.2 （0.7） 3.0 （3.0-4.0） 4.0 （4.0-5.0） -5.507 0.00
必要なアセスメントの方法 3.2 （0.7） 4.1 (0.6) 3.0 （3.0-4.0） 4.0 （4.0-4.0） -5.485 0.00
必要な退院支援の方法 3.0 （0.7） 4.0 （0.8） 3.0 （3.0-3.0） 4.0 （4.0-4.0） -5.735 0.00

地域医療連携室についての理解
地域医療連携室の活動を実感 2.9 （0.7） 4.4 （0.7） 3.0 （2.0-3.0） 4.0 （4.0-5.0） -6.225 0.00
地域医療連携室の活動と病棟の看護がつながる 3.1 （0.8） 4.6 (0.6) 3.0 （3.0-4.0） 5.0 （4.0-5.0） -6.43 0.00
在宅での生活を可能にする支援が具体化 2.9 （0.8） 4.4 （0.7） 3.0 （2.0-3.0） 4.0 （4.0-5.0） -6.527 0.00

地域医療連携室の看護への興味 3.5 （0.9） 4.0 （0.7） 4.0 （3.0-4.0） 4.0 （4.0-4.0） -3.983 0.00
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当している患者の退院支援の方法が具体的にできた」
「地域医療連携室の役割について理解できた」が抽出
された。

Ⅴ．考察
在宅ケア推進に向けた効果的な教育方法の試みとし
て、成人慢性期看護学実習で学生が担当した患者への
退院支援についてアセスメントする学習を取り入れた
ので、その効果を検討する。
成人慢性期看護学実習地域医療連携室の見学実習の
実習目標は、実習後、理解度が高くなっており、学生
は担当している患者についての問題の抽出と、その解
決に向けた退院支援・調整についてグループで検討す
る機会を得ることができた。そして、患者に必要な社
会資源の活用や在宅療養をふまえた退院指導につい
て、現実的な助言を退院調整看護師から得ることがで
き、退院調整部門と看護師、社会福祉士などの役割や

社会資源（医療制度・福祉制度・福祉施設・患者会な
ど）について具体的に学べたと考える。
退院支援についても実習後、理解度が高くなってお
り、実習で担当している患者の退院支援のアセスメン
トの視点、必要なアセスメントの方法、必要な退院支
援の方法について学習する機会となったと考える。ま
た、学生が担当している患者への退院支援についての
グループワークを行ったことで、退院支援のアセスメ
ントの視点やアセスメントの方法、必要な退院支援の
方法をグループで考え、専門的な助言を得る機会とな
り、その後の病棟実習で活かすことができる、実践的
なものとなったと考える。
地域医療連携室についても実習後、理解度が高く
なっており、見学実習は学生にとって地域医療連携室
の活動を実感でき、その活動と病棟の看護がつながる
機会となり、患者の在宅での生活を可能にするための
支援を具体化する機会となったと評価できる。学生は、

表 2　臨床の専門家による教育方法について効果的であった点
臨床の専門家による教育方法について効果的であった点

＊退院支援について具体的にイメージできた
・前方支援，後方支援など詳細を聞くことでイメージがすごくついた ・実際の患者さんで検討がありわかりやすくイメージしやすかった
・実際の症例を聞けて具体的にイメージできた ・事例を用いて実際にどのような関わりを行ったか紹介していたのでイ

メージしやすかった
・具体的な事例を用いて説明して下さりイメージが持ちやすかった ・具体的事例でイメージがわいた
・具体的な事例を使用されておりイメージしやすかった ・具体的な事例を紹介していたためわかりやすかった
・事例を紹介してもらえたのでわかりやすかった ・事例があり，わかりやすかった
・実際に働いている人にしかわからない患者家族への思いや病棟看護師
の思いを知ることができた

・実際の事例を用いることで退院調整，退院支援の具体的な看護を理解
することができた

・患者さんの生活を支援することについて実際の事例をもとに深く知る
ことができた（患者の意思尊重や多職種連携について）

・事例があることで実際にどんなことを退院支援としてしているかを知
り理解することができた

・事例による退院支援方法の説明がわかりやすかった ・実際の役割を見て退院支援の実際について学べた点
・事例を用いて実際に行われている支援を時系列で知り，わかりやすかった

＊担当している患者の退院支援の方法が具体的にできた
・退院支援における介入の視点について理解が深まった ・事例を通して退院支援を考えられた
・自分の受持事例について支援の方法のきっかけをつかむことができた ・患者の退院支援の方向性が明確になった
・退院を見据えた患者さんを受け持っているため退院支援の計画に参考
になった

・慢性期の患者を受け持たせて頂いているの中で、具体的な事例を取り
上げて退院調整について知ることができ、学びが深まった

・自分の受持患者さんを事例に退院調整のアドバイスを頂けた ・事例で具体的な支援を聞けたので良かった
・事例の検討がとても有意義だった ・具体的な支援について知れた
・今の自分にもできることを知ることができた ・私には思いつかなかった支援の方法を聞くことができた
・地域医療連携室の機能を復習できたと同時に自身の事例についてどう
いった支援が必要か伺うことができた

＊地域医療連携室の役割について理解できた
・病棟看護師との連携，地域のかかりつけ医、往診医、訪問看護師とど
のように連携をとっているか実感できた

・退院支援と退院調整の違いなど聞いたことはあっても説明できなかっ
たことを学習することができた

・慢性実習もしながら，どう連携されているのか疑問を持つことがあっ
たので解消できて良かった

・病棟と地域連携室では患者のとらえ方＋アセスメントの視点がちがう
ということがわかった点

・地域連携室の概要が良くわかった ・地域との連携について考えることができた
・地域との連携のためにまず自分が働くであろう病棟看護師として何が
でき、どのような視点が必要かを知ることができた

・病棟の実習ではあまり実感することはなかったが今日の実習を通して受持
患者さんの今後、転院についてその思いや認識などを把握しようと思えた

・地域連携室の役割が具体的にみえるようになった ・地域との連携の実際を事例でわかりやすく学べた
・実際の事例を通して学習を深めることができた ・地域連携室の役割について知ることができた
・具体的に事例をとおしてどの様なことを行えば良いのかすごくわかった ・地域医療連携室で病棟の看護へつながりが分かった
・退院するのに必要な情報がわかった ・実際の活動を知ることができた
・事例を通して学ぶことで実際がわかった ・実際働く看護師からの話が聞けて具体的なことがわかった
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地域医療連携室の実際の仕事現場を見学することによ
り、これから行われるレクチャーとグループワークが
実務に近いものだということを認識することができた
と考える。具体的で、実際の事例を用いて検討したこ
とは学生の学習意欲を高める要因となったと考えられ
る。地域医療連携室看護師長および退院調整看護師か
らのレクチャーも、医療チームの連携と退院調整につ
いて実際の退院支援の事例をもとに、地域医療連携室
や病棟看護師の役割、在宅療養に必要な社会資源につ
いて具体的に示している。実際の事例を提供すること
で、地域医療連携室が行っている問題の抽出と解決に
向けた退院支援・調整、患者に必要な社会資源を活用
することや、在宅療養をふまえた実際の退院指導、退
院調整部門・看護師・社会福祉士などの役割分担につ
いて、学生は具体的に理解できたのではないかと考え
る。
地域医療連携室の看護への興味も見学後に高くなっ
ており、地域医療連携室の看護師による見学実習の学
習効果についても学生の評価は高かった。病棟看護師
の退院支援の課題として、病棟看護師が訪問看護や在
宅生活のイメージが付きにくい現状にある 6）ことが指
摘されているが、本見学実習により、学生は、在宅で
の生活を可能にする患者への支援を具体化することが
でき、地域医療連携室の活動と実習病棟の看護をつな
げて考えることができるようになり、地域医療連携室
の退院調整の活動を実感することができたと考える。
今回、全ての項目で学生の理解が深まったことが明
らかとなり、本見学実習の構成についても評価できる
と考える。
しかしながら、本調査は実習期間中に調査票を配布
し、回収する形で実施しており、バイアスが含まれて
いることが懸念される。今後は、今回の学びが統合実
習にどのように影響していくのか検証していく必要が
ある。

Ⅵ．結論
在宅ケア推進に向けた効果的な教育方法の試みとし
て、実習で担当した退院支援事例をアセスメントする
学習を取り入れた地域医療連携室の見学実習の学習効
果を検討した結果、以下のことが明らかとなった。

1．実習目標 5項目、患者の退院支援について 3項目、
地域医療連携室について 3項目、地域連携室の看護へ
の興味、の全ての項目で見学実習後有意に理解度が上
昇した。

2．見学実習の学習効果について、学生の評価は高かっ
た。
3．学生は退院支援について具体的にイメージでき、
患者の退院支援の方法が具体的にでき、地域医療連携
室の役割について理解する機会となった。
以上より、この試みは効果的であったと考えられる。
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